
令和令和令和令和6666年度年度年度年度

ノーリフティングケア普及促進事業実践報告ノーリフティングケア普及促進事業実践報告ノーリフティングケア普及促進事業実践報告ノーリフティングケア普及促進事業実践報告

取り組み２年目からの「気づき」

～意識変化から実践への挑戦～

医療法人医療法人医療法人医療法人 清友会清友会清友会清友会

介護老人保健施設介護老人保健施設介護老人保健施設介護老人保健施設

クリーンパル・ゆうクリーンパル・ゆうクリーンパル・ゆうクリーンパル・ゆう

１年目に起こった「変化１年目に起こった「変化１年目に起こった「変化１年目に起こった「変化」」」」

●職員の「腰痛予防」に対する意識の変化●職員の「腰痛予防」に対する意識の変化●職員の「腰痛予防」に対する意識の変化●職員の「腰痛予防」に対する意識の変化

●「身体の使い方」への変化●「身体の使い方」への変化●「身体の使い方」への変化●「身体の使い方」への変化

●リスク抽出が増え、●リスク抽出が増え、●リスク抽出が増え、●リスク抽出が増え、「変えること」「変えること」「変えること」「変えること」に対して柔軟になったに対して柔軟になったに対して柔軟になったに対して柔軟になった

「ノーリフティングケア」の意識が浸透していく「ノーリフティングケア」の意識が浸透していく「ノーリフティングケア」の意識が浸透していく「ノーリフティングケア」の意識が浸透していく

ことで、ケア時の負担や問題点など、相談しやすことで、ケア時の負担や問題点など、相談しやすことで、ケア時の負担や問題点など、相談しやすことで、ケア時の負担や問題点など、相談しやす

い環境になりましたい環境になりましたい環境になりましたい環境になりました

啓
発

ケ
ア
の
選
択

２年目の「課題」２年目の「課題」２年目の「課題」２年目の「課題」

リスク抽出から
「PDCAサイクル」

の運用
技術教育 ラウンドや

福祉用具管理

①月１回の委員会開催で活動内容の共有・周知①月１回の委員会開催で活動内容の共有・周知①月１回の委員会開催で活動内容の共有・周知①月１回の委員会開催で活動内容の共有・周知

②研修での具体的計画の立案②研修での具体的計画の立案②研修での具体的計画の立案②研修での具体的計画の立案

③地域連絡協議会への参加③地域連絡協議会への参加③地域連絡協議会への参加③地域連絡協議会への参加

④活動担当の分担④活動担当の分担④活動担当の分担④活動担当の分担

予定通りに進まない…
具体的にどうすればいいか分からない…

２年目の「委員会」２年目の「委員会」２年目の「委員会」２年目の「委員会」

【【【【委員会活動の見直し委員会活動の見直し委員会活動の見直し委員会活動の見直し】】】】

①委員の再編成

②毎月第１水曜日の委員会開催

③活動目標の設定

④委員内での役割分担

⑤各担当フロアでの啓発活動など

議事録作成

活動報告

・委員が増え、より現場の声
を聴けるようになった

・活動内容の周知がしやすく
なった多職種での

委員会編成



２年目の「教育」２年目の「教育」２年目の「教育」２年目の「教育」

【【【【教育計画の見直し教育計画の見直し教育計画の見直し教育計画の見直し】】】】

①指導者の育成

②開催時間の設定（スキマ時間活用スキマ時間活用スキマ時間活用スキマ時間活用）

③動画の活用

④他委員会との連携他委員会との連携他委員会との連携他委員会との連携

⑤個別での検討会

褥瘡委員会との合同研修

教育ポスター作成

ケア手順書まで

作成できず…

実技研修前に動画閲覧

いつでも閲覧可能

※５分程度

２年目の「リスク管理」２年目の「リスク管理」２年目の「リスク管理」２年目の「リスク管理」

【【【【PDCAPDCAPDCAPDCAサイクルの運用サイクルの運用サイクルの運用サイクルの運用】】】】

①リスク抽出の継続

②挙がったリスクの取りまとめ

③対応策の提示（見える化）

④対策優先度の検討（委員会）

⑤評価方法の検討

対応策の見える化 リスク一覧から優先度を検討

評価の聞き取り

良かった点
・予想以上にリスクが

集まった

問題点
・評価まで手が回らない…

２年目の「環境」「健康管理」２年目の「環境」「健康管理」２年目の「環境」「健康管理」２年目の「環境」「健康管理」

【【【【ラウンドの実施ラウンドの実施ラウンドの実施ラウンドの実施】】】】

ラウンドの周知ができていなかった（涙）ラウンドの周知ができていなかった（涙）ラウンドの周知ができていなかった（涙）ラウンドの周知ができていなかった（涙）

委員全員でのラウンド実施

→委員全員への周知ができ、

役割分担がしやすくなった

【【【【腰痛分類の見直し腰痛分類の見直し腰痛分類の見直し腰痛分類の見直し】】】】

①アンケート方法の検討

②「腰痛レベル」の見直し

委員ごとに
評価⼊⼒

委員で対策を
決定

・施設独自の腰痛アンケートを
「Googleフォーム」で作成

・レベルごとの対策をより具体的に
分かりやすくする必要あり

次は定期的なラウンド実践︕

２年目の「用具管理」２年目の「用具管理」２年目の「用具管理」２年目の「用具管理」

【【【【用具管理体制の見直し用具管理体制の見直し用具管理体制の見直し用具管理体制の見直し】】】】

①福祉用具一覧表の見直し

②一覧表のフォルダの周知

③用具移動などへの対応

④定期的な点検・メンテナンスの

方法を決定

・担当を決めることで、定期的なチェックが
しやすくなった

・⽤具の移動への対応がまだ不⼗分なことが
あるため、検討が必要



２年目の「福祉用具計画」２年目の「福祉用具計画」２年目の「福祉用具計画」２年目の「福祉用具計画」

【【【【必要な福祉用具の検討必要な福祉用具の検討必要な福祉用具の検討必要な福祉用具の検討】】】】

①スライディングシートの作成

設置枚数が増え活用しやすくなった

②スタンディングリフトの体験

（次年度に購入予定）

③電動昇降型車椅子の購入

スタンディングリフトの体験

購入計画

・⼊浴場面での「抱え上げ」
が大きな課題

・使いやすい福祉⽤具を
探しているが…

・「コスト面」の問題…

シート作成

デモ機体験
抱え上げゼロ実現︕

２年目の「腰痛調査」２年目の「腰痛調査」２年目の「腰痛調査」２年目の「腰痛調査」
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痛みの程度「4」「5」が
０人に︕
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腰痛あり（常に痛い）

腰痛あり（時々痛い）

腰痛なし（疲れやすい）

腰痛なし（全く痛まない）

腰痛調査の比較

R6年 12月 R5年 12月

「腰痛あり」の割合が減少傾向「腰痛あり」の割合が減少傾向「腰痛あり」の割合が減少傾向「腰痛あり」の割合が減少傾向

腰痛あり腰痛あり腰痛あり腰痛あり 62%62%62%62%→→→→56565656％％％％

腰痛なし腰痛なし腰痛なし腰痛なし 38%38%38%38%→→→→44444444％％％％

「「「「意識向上意識向上意識向上意識向上」、「」、「」、「」、「身体の使い方身体の使い方身体の使い方身体の使い方」の」の」の」の

効果が見え始めているのでは効果が見え始めているのでは効果が見え始めているのでは効果が見え始めているのでは…………

①腰痛に対する考え方が変わり「予防」の大切さも改めて実感した。
②無理な姿勢を取った時にハッとするようになり、⽇常でも意識す

るようになった。
③「身体の使い方」や「体重移動」を心がけ、介護技術の実践に取

り組んでいる。
④リスクを出せるようになり、「無理をしなくてもいい」という空

気に変わり意⾒を出しやすくなった。
⑤リフトやスライディングシートなどを積極的に活⽤するように

なった。新しい福祉⽤具を知り、導⼊に向けて定期的に検討でき
るようになった。

⑥新しい意⾒や考えを知ることができ、「負担軽減のために何がで
きるか…」いう意⾒交換が増えた。⾒直すきっかけとなった。

⑦今までできないと思っていたことができるようになり、自信がつ
いたことで自分自身が成⻑できた。前向きになった。

⑧みんなの仕事に対する姿勢が少しずつ変わってきている。

今回「変化したこと」今回「変化したこと」今回「変化したこと」今回「変化したこと」アンケートよりアンケートよりアンケートよりアンケートより
これからの課題これからの課題これからの課題これからの課題 ～「継続」していくこと～～「継続」していくこと～～「継続」していくこと～～「継続」していくこと～

・リスク抽出の継続とラウンドの実施

・年間を通した教育計画

・技術指導者の育成と技術指導

・職員に向けた健康管理指導

・プランニングとアセスメントの定着


